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Ⅰ. はじめに
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参考︓⽇能研「SDGs 中学⼊試問題から⾒る2019年の変化」

飢餓と貧困をなくすことを使命とする国連の世界⾷糧計画(WFP)によると、世界では9⼈に１⼈
が飢餓に苦しんでいます。また、5歳未満で亡くなる⼦どものうち、約半数は栄養不良が関係して
います。
もしあなたが国連の⾷糧問題の担当者だとしたら、⽇本の中学⽣に対してどのような活動をし
ますか。50字以内で書きなさい。

⼤宮開成中学校（2019年）

「安ければいい」という基準で選んでしまう⾷べ物の例とその⾷べ物の問題点をあげて、「取り返
しのつかないこと」が起きないようにするにはどうすればよいか、あなたの意⾒を100字以内で
書きなさい。

横浜⼥⼦学院中学校（2018年）

「SDGs 国連 世界の未来を変えるための17の⽬標
2030年までのゴール」（⽇能研）

未来の⼤⼈たちはSDGsを学んでいる

⼩学校（2020年度）、中学校（2021年度）
⾼校（2022年度以降）の新学習指導要領でも
SDGsに関連する内容が盛り込まれることに
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未来の⼤⼈たちはSDGsを学んでいる

参考︓⽇能研「SDGs 2030年までのゴール」
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“SDGsネイティブ”としてのミレニアル世代 (経済産業省SDGs経営ガイド/2019年)

 若い⼈の考え⽅は「SDGsネイティブ」であり、社会課題を解決したいということが
ネイティブにモチベーションのドライバーになっている。

 ミレニアル世代は、どのような社会貢献をしているかをビジュアルに感じられない企
業では、あまり働きたくないと考えているようだ。皆が働く⽬的、消費する⽬的を求
めており、それを可視化できない企業は投資家のESG資⾦も引き寄せられず、ミレニ
アル世代の優秀な⼈材も採⽤できないという時代が来ているのではないか。

ミレニアル世代にとって魅⼒的な企業になるためにも
SDGsへの取り組みが重要に

SDGsが若い⼈材の採⽤に効く
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Ⅱ. SDGsとは
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2015年9⽉、国連･持続可能な開発サミットにて
「持続可能な開発のための2030アジェンダ」を採択

2030年までに持続可能で

多様性と包摂性のある社会を実現するための

17の国際⽬標と169のターゲット

SDGs︓Sustainable Development Goals
「持続可能な開発⽬標」

SDGsの採択
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世界／⽇本／⻑野の持続可能性が危機に

⼲ばつ 廃棄物問題 貧困

海洋汚染 洪⽔ 森林破壊

SDGsの背景︓危機にさらされる世界
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貧困をなくそう
1.5－2030年までに、貧困層や脆弱な状況にある⼈々の強靱性（レジリエン

ス）を構築し、気候変動に関連する極端な気象現象やその他の経済、社
会、環境的ショックや災害に暴露や脆弱性を軽減する。

SDGsの17のゴール①（１６９のターゲット⼀部抜粋）

飢餓をゼロに
2.3－2030年までに、⼟地、その他の⽣産資源や、投⼊財、知識、⾦融サービス、

市場及び⾼付加価値化や⾮農業雇⽤の機会への確実かつ平等なアクセ
スの確保などを通じて、⼥性、先住⺠、家族農家、牧畜⺠及び漁業者をは
じめとする⼩規模⾷料⽣産者の農業⽣産性及び所得を倍増させる。

すべての⼈に健康と福祉を
3.6－2020年までに、世界の道路交通事故による死傷者を半減させる。
3.ｄー全ての国々、特に開発途上国の国家・世界規模な健康危険因⼦の

早期警告、 危険因⼦緩和及び危険因⼦管理のための能⼒を強化する。
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質の⾼い教育をみんなに
4.7－2030年までに、持続可能な開発のための教育及び持続可能なライフスタイ

ル、⼈権、男⼥の平等、平和及び⾮暴⼒的⽂化の推進、グローバル・シチ
ズンシップ、⽂化多様性と⽂化の持続可能な開発への貢献の理解の教育
を通して、全ての学習者が、持続可能な開発を促進するために必要な知識
及び技能を習得できるようにする。

SDGsの17のゴール②

ジェンダー平等を実現しよう
5.5－政治、経済、公共分野でのあらゆるレベルの意思決定において、完全かつ

効果的な⼥性の参画及び平等なリーダーシップの機会を確保する。

安全な⽔とトイレを世界中に
6.６－2020年までに、⼭地、森林、湿地、河川、帯⽔層、湖沼を含む⽔に関連

する⽣態系の保護・回復を⾏う。
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エネルギーをみんなに そしてクリーンに
7.2－2030年までに、世界のエネルギーミックスにおける再⽣可能エネルギーの割

合を⼤幅に拡⼤させる。

SDGsの17のゴール③

働きがいも 経済成⻑も
8.８－移住労働者、特に⼥性の移住労働者や不安定な雇⽤状態にある労働

者など、 全ての労働者の権利を保護し、安全・安⼼な労働環境を促進
する。

産業と技術⾰新の基盤をつくろう
9.4－2030年までに、資源利⽤効率の向上とクリーン技術及び環境に配慮した

技術・産業プロセスの導⼊拡⼤を通じたインフラ改良や産業改善により、持
続可能性を向上させる。全ての国々は各国の能⼒に応じた取組を⾏う。

⼈や国の不平等をなくそう
10.2－2030年までに、年齢、性別、障害、⼈種、⺠族、出⾃、宗教、あるいは

経済的地位その他の状況に関わりなく、全ての⼈々の能⼒強化及び社会
的、経済的及び政治的な包含を促進する。
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住み続けられるまちづくりを
11.６－2030年までに、⼤気の質及び⼀般並びにその他の廃棄物の管理に特別

な注意を払うことによるものを含め、都市の⼀⼈当たりの環境上の悪影響
を軽減する。

SDGsの17のゴール④

つくる責任 つかう責任
12.４－2020年までに、合意された国際的な枠組みに従い、製品ライフサイクルを

通じ、環境上適正な化学物質や全ての廃棄物の管理を実現し、⼈の健
康や環境への悪影響を最⼩化するため、化学物質や廃棄物の⼤気、⽔、
⼟壌への放出を⼤幅に削減する。

気候変動に具体的な対策を
13.1－全ての国々において、気候関連災害や⾃然災害に対する強靱性（レジリ

エンス）及び適応の能⼒を強化する。

海の豊かさを守ろう
14.1－2025年までに、海洋ごみや富栄養化を含む、特に陸上活動による汚染な

ど、あらゆる種類の海洋汚染を防⽌し、⼤幅に削減する。
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陸の豊かさも守ろう
15.1－2020年までに、国際協定の下での義務に則って、森林、湿地、⼭地及び

乾燥地をはじめとする陸域⽣態系と内陸淡⽔⽣態系及びそれらのサービス
の保全、回復及び持続可能な利⽤を確保する。

SDGsの17のゴール⑤

平和と公正をすべての⼈に
16.1－あらゆる場所において、全ての形態の暴⼒及び暴⼒に関連する死亡率を⼤

幅に減少させる。
16.５－あらゆる形態の汚職や贈賄を⼤幅に減少させる。

パートナーシップで⽬標を達成しよう
17.7－さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基にした、効果的な公的、

官⺠、市⺠社会のパートナーシップを奨励・推進する。
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 2001年に国連で策定
 発展途上国向けの開発⽬標として、2015年を期限とする８つの⽬標を

設定
①貧困・飢餓 ②初等教育 ③⼥性 ④乳幼児
⑤妊産婦 ⑥疾病 ⑦環境 ⑧連帯

前⾝︓ミレニアム開発⽬標（MDGs: Millennium Development Goals)

⼈間の安全保障の理念を反映し、「誰⼀⼈取り残さない」

全てのステークホルダー（政府、企業、NGO、有識者等）が役割を

モニタリング指標を定め、定期的にフォローアップ

社会・経済・環境は不可分であり、統合的に取り組む

先進国を含め、すべての国が⾏動する

出典︓外務省

普遍性

包摂性

参画型

統合性

透明性

SDGsの特徴



１９００年

“Planetary Health” ロックフェラー財団・ランセット委員会（2015年）

エネルギー消費
（経済）

⼈⼝（社会）

SDGsを統合的に⾒る



１９５０年

SDGsを統合的に⾒る

“Planetary Health” ロックフェラー財団・ランセット委員会（2015年）



２０１０年

⼈間活動の影響が地球の⽣命維持システムを超えつつある

SDGsを統合的に⾒る



経済

社会

環境

経済発展には「豊かな⾃然環境」「安定した社会」が必要



経済

社会

環境

環境・経済・社会の統合的な課題解決が重要
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Ⅲ. SDGsが⽰すビジネスルールの⼤転換
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我々の世界を変⾰する（Transforming Our World）
我々は、世界を持続的かつ強靱（レジリエント）な道筋に移⾏させるた
めに緊急に必要な、⼤胆かつ変⾰的な⼿段をとることに決意している。

「持続可能な開発のための2030アジェンダ」

現状のやり⽅では世界を持続可能なものにできない

“できることから”ではなく
根本的にビジネスのあり⽅の変⾰が求められる

ビジネスにとって⼀番重要なメッセージ︓変⾰
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2015年9⽉ SDGs
2015年12⽉ パリ協定
世界的な平均気温上昇を産業⾰命以前に⽐べて２℃より⼗分低く保つととも
に1.5℃に抑える

 サステナビリティが、経営の数字に直結しない “レピュテーション”向上
取組から、本業の成⻑基盤になった

 “脱炭素” と “ダイバーシティ（多様性）＆インクルージョン（包摂）”
は企業規模に関係なく必須の課題に

持続可能な社会の実現に向けた世界共通のゴールが設定された

ゴールの達成に向けて、社会もお⾦の流れも激変

2015年にビジネスのルールが変わった
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課題を解決する新技術、新商品の開発
新しいマーケットを開拓するビジネスモデル
（今後成⻑すべき低所得者層や途上国
等）

ビジネスチャンス

社会の変化・移⾏に関わるリスク
法規制による商品等への規制、消費者⾏
動の変化、原材料コストの⾼騰

地球環境の変化に関わるリスク
台⾵や洪⽔等、気象災害の激甚化に伴う
損失、平均気温の上昇等に伴う損失

ビジネスリスク
企業経営

SDGsのビジネスリスク・チャンス

国・⾃治体

NPO・NGO

消費者

法規制等の施⾏

訴訟・協働の場の設置

ＳＤＧsに対する
関⼼の⾼まりに
伴う購買⾏動の変化

投資家

ESG投資
E(環境)S(社会)G(企業統
治)を考慮した投資⼿法影響
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顧客企業の調達⽅針が厳しくなり、環境負荷が⼤き
い、または、厳しい労働環境のもとで供給されている製
品・サービスに対する発注が減少する。

サプライヤーが⼤規模洪⽔で被災して、原材料供給
が停⽌する。また、環境にやさしい認証済原材料が不
⾜する。

事業による環境破壊や⼈権侵害の問題が起こった場
合、社会的な信⽤が失墜する

SDGsを反映した社会的価値の⾼い他社企業に惹
かれて優秀な⼈材が流出してしまう、または採⽤でき
ない

環境や⼈にやさしい製品・サービスを導⼊することで、
⼤⼿顧客企業から⽀持されて売上の増加などにつな
がる

新たなサプライヤーを開拓することで操業停⽌リスクを
分散する。また、環境にやさしい認証済原材料を供
給するサプライヤーを積極的に確保する。

事業による環境破壊や⼈権侵害の発⽣可能性に配
慮した経営、問題解決に貢献する製品・サービスの導
⼊により、企業イメージが向上する

SDGsを反映した社会的価値の⾼い企業に惹かれて
優秀な⼈材が定着する、または新たに集まってくる。賛
同する企業やNPOなど新たなパートナーも現れる

リスク チャンス
⼤⼿顧客からの受注の減少

原材料調達の不安定化

信⽤の失墜

⼈材の流出

事業機会の創出・拡⼤

企業イメージの向上

優秀・多様な⼈材・パートナーの確保

安定した原材料調達

地域企業にとってのビジネスリスク・チャンス
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持続可能な社会の実現に貢献するビジネスモデルを
考えること
⇒CSV（社会との共通価値の創造︓Creating Shared Value）を

実現する21世紀型のビジネスモデル

将来のあるべき会社の姿を明確にすること
⇒未来志向で理想像を描く

理想像に向かう道筋を考えること
⇒特に、⾃社の知⾒・ノウハウでは解決できない課題をどうするか

企業がSDGsに取り組むポイント
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持続可能な社会の実現に貢献するビジネスモデルを
考えること
⇒CSV（社会との共通価値の創造︓Creating Shared Value）を

実現する21世紀型のビジネスモデル

企業がSDGsに取り組むポイント
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社会

環境

財・サービス

格差
気候変動
環境汚染 など

環境・社会への配慮は
最低限必要なものだけ

環境・社会は
経済と切り離されたもの

資源や労働⼒ ビジネスモデル

変⾰前︓20世紀型のビジネスモデル

株主資本主義経営
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社会に価値を
もたらす

社会

環境環境・社会をビジネスに
必要な資本としてとらえる

SDGsを 環境・社会課題を
知るための道しるべにする

サステナブルな
社会の実現

ビジネスモデル
多様な⼈材
再⽣可能な資源

企業も持続可能な
成⻑を実現

CSV（社会との共通価値の創造）を実現するビジネスモデル

変⾰後︓21世紀型のビジネスモデル

ステークホルダー資本主義経営
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将来のあるべき会社の姿を明確にすること
⇒未来志向で理想像を描く

企業がSDGsに取り組むポイント
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世界的な視点から、何が必要か
について外部から検討し、それに
基づいて⽬標を設定

出典︓SDG Compass（GRI、国連グローバル・コンパクト、WBCSD）

世界的・社会的ニーズを⾒ずに、
⾃社内部の過去のデータ、現在
の潮流や将来の予測に基づいた
り、同業他社の⽬標を参照し⽬
標を設定

インサイドアウトインサイドアウト アウトサイドインアウトサイドイン
アウトサイドインで”あるべき姿”を考える
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フォアキャスティングフォアキャスティング

望ましい
未来

現在の
延⻑線上

にある
未来

未来
フォアキャスティング

バックキャスティングバックキャスティング

現在

現在の状況を前提とせずに描くた
め、劇的な変化が求められる問題
に対して有効とされる。

過去や現在の状況から将来を予
測する。探索して得られる将来は
現状に基づくため、現在と全く異な
る将来を描きにくい。

バックキャスティングで未来の理想像を描く
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理想像に向かう道筋を考えること
⇒特に、⾃社の知⾒・ノウハウだけでは解決できない課題をどうするか

企業がSDGsに取り組むポイント
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グローバル・国連

ナショナル・⽇本

産学官公⺠⾦連携・共創

垂直的連携垂直的連携

⽔平的連携⽔平的連携
他の企業、地⽅公共団体、政府関係機関、公益法⼈、
地域の経済団体、地域⾦融機関、⼤学・研究機関・教
育関連機関、市⺠団体・NGOなどのステークホルダーと
パートナーシップを構築し、オープンイノベーションを推進

ローカル・地域

SDGsを道しるべに、グローバ
ルな課題や⽇本の国家レベ
ルの課題にも視野を広げて、
ビジネスモデルを構築

理想像を実現するためのパートナーシップ
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Ⅳ. ⾝近に迫る気候変動リスク
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基
準
値
か
ら
の
気
温
偏
差
︵℃

︶

年
※基準値は、1981〜2010年の30年平均。
※前年12⽉〜当年11⽉の平均気温をその年の年間平均気温とする

世界の年平均気温の偏差の経年変化（1891〜2018年） 気象庁

温暖化は確実に進んでいる
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2018年・2019年の主な⾵⽔災の⽀払保険⾦

増加する⾵⽔災の⽀払い保険⾦

出典︓⼀般社団法⼈⽇本損害保険協会・⽇本地震再保険株式会社調べのデータを基に作成。
台⾵19号、15号は2019/12/19 台⾵21号、24号、⻄⽇本豪⾬は2019/5/20 東⽇本⼤震災は2018/3/31 時点の数字。

1兆678億円 過去1位

3,959億円 過去3位

3,341億円 過去5位

3,061億円 過去8位

1,956億円 過去9位
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リスク 1.5℃ 2.0℃
厳しい熱波に少なくとも5年ごとにさら
される世界⼈⼝ 13.8 % 36.9 %

氷のない北極海の夏の頻度 100年に⼀度 10年に⼀度
海⽔⾯上昇
（1986-2005年⽐）

0.40 ｍ
(0.26 - 0.62 m)

0.46 ｍ
(0.30 - 0.69 m)

昆⾍の種の消失
（⽣息域の50%以上を失う種） ６ % 18 %
植物の種の消失
（⽣息域の50%以上を失う種） ８ ％ 16 %
脊椎動物の種の消失
（⽣息域の50%以上を失う種） 4 ％ 8 %

⽣態系システムが変化する陸域 7 % 13 % (8 – 20 %)
永久凍⼟の減少 17 – 44 % 28 – 53 %
作物収量の減少（トウモロコシ） 10 % 15 %
サンゴ礁の消失 70 – 90 % 99 %
海の漁獲量減少 150万トン 300万トン

IPCC1.5℃特別報告書（2018年10⽉）が⽰すリスクの例

地球の平均気温上昇によるリスクの拡⼤
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出典︓トヨタ⾃動⾞ウェブサイト

ゼロの世界にとどまらない“プラスの世界”の実現へ

トヨタ⾃動⾞ 環境チャレンジ2050

新⾞CO2ゼロ／ライフサイクルCO2ゼロ／⼯場CO2ゼロ
⽔環境インパクト最⼩化／循環型社会・システム構築
⼈と⾃然が共⽣する未来づくり
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Ⅴ. 地域企業の取り組み
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基本情報
本社 横浜市⼾塚区 従業員数 41名（2017年10⽉現在）
資本⾦ 2000万円 創業 1881年（明治14年）11⽉9⽇

SDGsの取組み内容SDGsの取組み内容
環境と⼈にやさしい商品

ノンVOCインキ CO2ゼロ印刷FSC森林認証紙

出典︓⼤川印刷ウェブサイト

中⼩企業こそ取り組める︓⼤川印刷（印刷業）
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出典︓⼤川印刷ウェブサイト

SDGs取組への従業員の参加

中⼩企業こそ取り組める︓⼤川印刷（印刷業）

社内ワークショップの実施

2018年度SDGs経営計画を推進する
各種プロジェクトチームを結成するための、
社内ワークショップを実施

皆で⾞座になって意⾒を出し合う 各プロジェクトチームがやりたいことを発表
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中⼩企業こそ取り組める︓⼤川印刷（印刷業）

出典︓環境省「ＳＤＧｓ活⽤ガイド」
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Ⅵ. ⻑野県と三井住友海上の取り組み
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しあわせ信州創造プラン2.0 の基本目標

確かな暮らしが営まれる美しい信州
〜学びと自治の力で拓く新時代〜

「確かな暮らし」とは
誰もが、明日への希望を持って日々の生活を送ることができ、万一の場合には温かな支援を受けることがで きると
いう安心があること

「誰一人取り残さない」というSDGsの基本理念

「美しい」とは
・先人によって守り育てられてきた豊かな自然や農山村の原風景
・地域に息づく郷土への誇りや絆を大切にする心
・子どもから大人まで未来に向かってひた向きに努力している姿

持続可能な地域・社会

「学びと自治の力」とは
与えられるだけの受動的な教育ではなく、自らを高めるために主体的に学び、これを社会や組 織の中
で共有し、各人が協働して地域の課題を解決していこうとする力

ゴール17 の基盤となる力

経済・社会・環境の三側面の統合的解決へのエンジン

長野県総合５か年計画

「しあわせ信州創造プラン2.0」の目標とSDGs
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月 取組内容 月 取組内容

H30.５/25 地域SDGsコンソーシアムキックオフ会議

・講演「地域中小企業・自治体連携によるSDGs  の
重要性」（慶應義塾大学蟹江憲史教授）、意見交換

第１回コンソーシアム

・コンソーシアムの目的等の意識共有

・長野県総合５か年計画の説明

第２回コンソーシアム

・先進事例研究

（㈱大川印刷代表取締役大川哲郎様、JETRO様）

・最新のSDGs関連の動向(慶應義塾大学蟹江憲史教授等)

第３回コンソーシアム

・先進事例研究

（セイコーエプソン㈱様、MS＆ADインターリスク総研㈱様）

・SDGs推進に向けた新たな仕組み検討

第４回コンソーシアム

・SDGs推進に向けた新たな仕組み検討

H31.２/４ 第５回コンソーシアム

・SDGs推進に向けた新たな仕組み決定

（SDGs推進のための企業登録制度）

県内企業を対象としたワークショップ

（登録制度を活用し、企業の取組とSDGsの関連

付け など 42社参加）

「中小企業・自治体等連携によるSDGsの可能 性」

シンポジウム2019（関東経済産業局主催）

（東京）

長野県SDGsシンポジウム（長野市）

（G20関係閣僚会合関連事業）

登録制度創設／登録マーク発表

第６回コンソーシアム

・登録制度の申請・登録状況

・第１期登録企業へのアンケート結果

７/13 ２/８

９/５
３/15

11/2
４/26

R1.7/17

12/20

【コンソーシアム参画メンバー】（14者･団体）

慶應義塾大学蟹江憲史教授、クレアン、長野県経営者協会、
長野県中小企業団体中央会、長野県商工会議所連合会、長野県商工会連合会、
⼋十二銀行、長野銀行、長野県信用組合、長野県信用金庫協会、長野県⽴大学ｿ

ｰｼｬﾙ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出ｾﾝﾀｰ、JETRO長野、関東経済産業局、長野県

長野県 SDGsコンソーシアムの取組

【コンソーシアムオブザーバー】

三井住友海上火災保険

セイコーエプソン

地球環境戦略研究機関
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コンソーシアム設⽴の背景

➢背景

■国際的なESG投資の拡大や非財務情報公開の義務化など、企業の社会的
意義や社会との共生に対して、地域企業が取り組む必要性が増大

* 経営戦略へのSDGsの反映（＝SDGs経営）が問われている

■世界共通の理念であるSDGsは「共通言語」として、今後の世界市場で 国際
競争力を維持・強化を図っていく上で必須のツール

* ビジネス視点でのSDGsの活用が必要ではないか

環境・社会・経済の３側面を踏まえたSDGsが企業の経営戦略として有効

＜参考＞企業等におけるSDGsの活用

①企業等のブランディング・イメージ向上

②人材確保・育成、従業員のモチベーションアップ

③販路拡大
④ステークホルダー（金融機関、投資家など）との連携

⑤社会課題解決起点の新商品・サービスの開発

⑥経営リスク管理
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制度創設にあたっての課題（SDGs認知度等）

 長野県内中小企業のSDGsの認知度 約13％（H30.10月 関東経済産業局調査）

（関東圏中小企業の認知度 約16%）

《県内企業や有識者の声》

 SDGsに取り組む課題として、「何から取り組めばいいのか分からない」とい う声

が多数を占める。

 既にSDGsに貢献する企業活動を行っているにもかかわらず、自社の取組と

SDGsとの関係に気づいていない中小企業が多くある。

 投資家等からSDGsの取組状況を聞かれること、海外取引などでSDGsの対応 を

求められることがある。

 大学生など若い世代は確実にSDGsを意識している。商品の選択のみならず、

就職先としてもSDGsに取り組む企業は優位性を有する。
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登録制度のねらい

☞自社の企業活動等を整理して、SDGsとひも付けることで
「気付き」（SDGsの見える化）を促進

☞「気付き」を、「具体的なアクション」（SDGsを意識した取組）につなげ、実践し
ていくことで、持続可能な経営への転換、企業活動のＰＲ強化 、ビジネスチャ
ンス拡大

【要件１】

経営方針や「環境・社会・経済」の重点的な取組を目標設定とともに宣言

【要件２】

SDGsが求められる時代におけるビジネスリスクの明確化。17ゴールと紐
づけた42の具体的なチェック項目ごとに取組を記載（セルフチェック）

長野県SDGs推進企業登録制度
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SDGs達成に向けた具体的な取組（要件２）
載例記
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SDGs達成に向けた具体的な取組（要件２）
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SDGs達成に向けた具体的な取組（要件２）
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SDGs達成に向けた宣言書（要件１）
（様式第２号）

SDGs達成に向けた宣言書（要件１）

令和元年 ６月１０日
住所 ○○市○○町企

業名 株式会社○○
代表者 △△ △△ 印

当社は、SDGsの内容を理解し、SDGs達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。
記

SDGs達成に向けた経営方針等

弊社の経営理念である「すべての人々が幸せを感じられる社会の実現」は、SDGsの達成と目的を同じ

くするものであり、社員一人ひとりがそのことを自覚し、それぞれの役割を果たしていくことにより

SDGsの達成に貢献していきます。

３側面

（主な分 野

に○）

SDGs達成に向けた 重

点的な取組
2030 況状捗進標指たけ向に年

環境

社会

経済

・製造工程において

排出されるCO2排出量 削

減（2019）

・CO2排出量の50％削減

（2019 ▲t ⇒ 2030 ●t）

・各部署で年１回CO2排出量を

測定、ＨＰで公表

○％削減（2019→2020）

環境

社会

経済

・⼥性管理職⽐率を 引き

上げ（2019）

• ⼥性管理職⽐率の 20％増加

（2019 ▲%⇒ 2030 ●％）

・ 部 課長への登用推進、⼥性管

理職⽐率をＨＰで公表

○％（○ﾎﾟｲﾝﾄＵＰ）に引上げ

（2019→2020）

環境

社会

経済

・ 地元の木材を活用

した新商品開発

（2019）

• 地元木材活用の商品数増加

（2019 ▲商品⇒ 2030 ●商品）

・ 「 △△」、「□□」など○件

の新商品を開発

（2019→2020）

SDGs達成に向けた経営方針
等を 記載してください。

・ 「 SDGs達成に向けた具体的な
取組」（要件２）の内容を踏まえ
重点的な取組及び目標を記載
してください。

・「進捗状況」には、「SDGs達成
に向けた重点的な取組」の翌
年の状況を記載してください。

「環境」、「社会」、「経済」 の３
側面の全てについて、該当す
る取組を記載してください。

記載例
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Ⅰ「SDGs長野モデル」取組概要⻑野県中央会・⻑野県・⻑野県信⽤組合・県内全６信⾦と
SDGs包括連携協定を締結（2018年11⽉〜2020年６⽉）。

長野県 阿部知事と三井住友海上社長 原典之
（2018年11月）

SDGs包括連携協定



登録企業から寄せられた声
○登録企業等に実施したアンケート結果から（主なもの） 調査

対象162者 回答157者 回答率96.9％
➢取り組んで良かった点

自社活動とSDGsとの関わりを整理できた （146者
SDGsについて、社員一人一人の理解が深まった（61者

92.3％）
38.9％）

➢申請にあたり、困った点

SDGsに対する知識が殆どなく、一から理解する必要があった

（61者 38.9％）
要件１、２の記載が難しかった （55者 35.0％）

➢自由記載欄の意見（主なものを抜粋）
・登録制度を通して今後、行政との協働などを積極的に行うことでＳＤＧｓの浸透・推進がさらに

加速でき、全国的にも模範となれるような活動をしたい。

・登録作業で、弊社の現状と課題・開発目標が客観視でき、運営面での気付きも多く有意義だった。

一方、ＳＤＧｓの理解により、企業の取組や 事業展開に大きな差が出ている現状があり、引き続き

認知度の向上に努力して欲しい。

・社内的にもＳＤＧsの理解は初歩段階です。今後社内での教育を通じて有効的な活動に繋げて

いきます。
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『ＳＤＧｓ取組支援メニュー』の全体像

ＳＤＧｓの取組で重要となる「資本」に焦点を当てて具体的な取組項目をカテゴリー別に整理すると、以下の

ようになります。それぞれのカテゴリーで当社の支援メニューをご提案いたします。

「人権・労働」に関する取組課題【人的資本】
（例）長時間労働の排除、差別・ハラスメントの禁止 等

「環境」に関する取組課題【自然資本】
（例）再生可能エネルギー利用、環境に配慮した調達 等

「公正な事業慣行」に関する取組課題【人的資本・知的資本】
（例）個人情報の適正な管理、不正競争行為の防止 等

「製品・サービス」に関する取組課題【製造資本】
（例）自社製品の安全対策、クレーム対応体制の構築 等

「社会貢献・地域貢献」に関する取組課題【社会・関係資本】
（例）事業が地域に及ぼす影響に配慮した取組

「組織体制」に関する取組課題【人的資本】
（例）ＢＣＰ策定、事業承継対策として後継者候補を選定 等

企業のＳＤＧｓ取組
カテゴリー
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人権・労働【人的資本】に関する当社支援メニュー

カテゴリ 取組項目 当社支援メニュー

人権・労働 【差別の禁止】 性別、年齢、人種、出身などによる差別の撲滅

働き方改革支援
（経営サポートセンター）

【ハラスメント禁止】 セクハラ、パワハラ等のハラスメントを防ぐ、教育、相談体制の整備

【労働時間】 過度な長時間労働が発生しない職場環境の構築

【外国人労働者】 外国人労働者の差別、人権侵害がない職場環境の構築

【女性活躍】 女性が十分に活躍できる環境の整備

【障がい者雇用・活躍促進】 障がい者雇用を行い、障がい者が十分に活躍できる環境の整備

【労働安全衛生】 作業中の事故防止のため、安全で衛生的な労働環境の整備
労働安全衛生コンサルティング
（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【メンタルヘルス】 労働者のメンタルヘルスに配慮した職場環境の提供

職場研修の実施
（経営サポートセンター）
メンタルヘルス対策支援

（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【ダイバーシティ経営の促進】 多様な人材（高齢者、女性、外国人等）を活かし、十分に活躍
できる職場環境の整備

働き方改革支援
（経営サポートセンター）

【健康経営】 従業員への健康投資による生産性の向上等の組織活性化の取組を実施
健康経営セミナーの実施と

取組ツールの提供
（当社営業店）

【人材育成】 労働者への適切な能力開発、教育訓練機会の提供

働き方改革支援
（経営サポートセンター）【雇用形態にかかわらない公正な待遇の確保】 雇用形態に関わらず、同一労働同一賃金等

の原則に沿った対応の実施

人権・労働【人的資本】に関する、当社の支援メニューは以下のとおりです。
※取組カテゴリーが複数ある場合は、個別支援項目で優先順位が最も高い項目を支援いたします。
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環境【自然資本】に関する当社支援メニュー

カテゴリ 取組項目 当社支援メニュー

環境 【生物多様性】 自社活動が生物多様性や生態系に悪影響を及ぼさないための配
慮・工夫の実施

生物多様性マネジメント支援
（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【環境情報開示】 自社の環境に対する取組情報の収集及び開示の実施
環境情報開示支援

（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【再生可能エネルギーの利用】 再生可能エネルギーの利用推進
太陽光発電設備メンテナンス

リスク診断 他
（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【天然資源の持続的利用】 天然資源の持続的利用に配慮した調達の実施
持続可能な調達に関するアドバイス

（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【天然資源の持続的利用】 地域資源の積極的利用（地産地消、地産外商）の実施
地域資源の積極的利用に関する

アドバイス
（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

環境【自然資本】に関する、当社の支援メニューは以下のとおりです。
※取組カテゴリーが複数ある場合は、個別支援項目で優先順位が最も高い項目を支援いたします。
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公正な事業慣行【人的資本・知的資本】に関する
当社支援メニュー

カテゴリ 取組項目 当社支援メニュー

公正な事業慣行 【公正な競争】 不正競争行為に関与しない方針を掲げ、達成のために社員教育を
実施

コンプライアンス研修
（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【個人情報保護】 個人情報の適切な管理
情報セキュリティ関連研修

（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【サプライチェーン管理】
サプライヤー、事業パートナー等に対し、人権侵害（低賃金労働、児童労働、劣悪な
労働環境等）の防止、生物多様性や生態系への悪影響の防止、倫理面での適切な
対応（ハラスメント・汚職・贈収賄防止）のための取組要請の実施

調達リスクに関するアドバイス、
人権方針策定支援

（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

公正な事業慣行【人的資本・知的資本】に関する、当社の支援メニューは以下のとおりです。
※取組カテゴリーが複数ある場合は、個別支援項目で優先順位が最も高い項目を支援いたします。
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製品・サービス【製造資本】に関する当社支援メニュー

カテゴリ 取組項目 当社支援メニュー

製品・サービス
【製品・サービスの安全性】 自社の製品・サービスの安全性を確保するための仕組
みを構築

製品安全・食品安全対策支援
（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【品質保証】 顧客からのクレーム対応など、品質を保証する仕組みを構築
苦情対応態勢強化支援

（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

製品・サービス【製造資本】に関する、当社の支援メニューは以下のとおりです。
※取組カテゴリーが複数ある場合は、個別支援項目で優先順位が最も高い項目を支援いたします。
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社会貢献・地域貢献【社会・関係資本】に関する
当社支援メニュー

カテゴリ 取組項目 当社支援メニュー

社会貢献
地域貢献

【地域への影響への配慮】
自社事業が地域に及ぼす影響に配慮し、適切な取組を実施

CSR方針策定支援
（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

社会貢献・地域貢献【社会・関係資本】に関する、当社の支援メニューは以下のとおりです。
※取組カテゴリーが複数ある場合は、個別支援項目で優先順位が最も高い項目を支援いたします。
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組織体制【人的資本】に関する当社支援メニュー

カテゴリ 取組項目 当社支援メニュー

組織体制
【法令遵守】法令遵守の考え方が社内に浸透している

法令遵守体制構築支援
（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【リスクマネジメント】法令遵守、環境安全衛生、労働環境などに関するリスクの特定、
評価、マネジメントするプロセスの整備

全社的リスクマネジメント支援
（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【企業の社会的責任】企業活動が社会・環境に及ぼす影響に対し、責任を持って対
応するCSR（Corporate Social Responsibility）の取組・推進の実施

CSR方針策定支援
（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【事業継続】事業継続に係る方針の策定
ＢＣＰ策定・訓練支援

（ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研）

【後継者】後継者候補の選定
事業承継支援

（経営サポートセンター）
【内部管理体制】経営理念・経営目標の社内共有の実施

組織体制【人的資本】に関する、当社の支援メニューは以下のとおりです。
※取組カテゴリーが複数ある場合は、個別支援項目で優先順位が最も高い項目を支援いたします。
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三井住友海上経営サポートセンターのご案内

三井住友海上経営サポートセンターは、皆さまのさまざまな経営リスクの解決を支援いたします。

● 経営課題のソリューション

①人事労務・働き方改革支援 ②事業承継 ③人材育成 ④決算書の見方・経営計画の作り方 ⑤インバウンド支援 等

● 各法人への研修支援

組織を支える役員・従業員に対する研修（接遇、ハラスメント対策、リーダーシップ等各種）のご相談に応じます。

●業種別勉強会

業種に特化した内容で勉強会を開催いたします。

●経営セミナー

「働き方改革セミナー」、「事業承継セミナー」 等各種テーマで開催。

●定期的な情報提供サービスの実施

経営に活用できる有効な情報を定期的に発信いたします。

三井住友海上は、中小企業が安心して経営相談が受けられるために国が認定する

「経営革新等支援機関」（※）となり、「公的に認められた支援機関」との位置付けを受けま

した。保険会社として長年提供してきたリスク管理ノウハウの蓄積をベースに、経営リスク・

アドバイスを通じ、さまざまな経営課題の解決を支援いたします。

（※）中小企業経営力強化支援法（平成24年8月30日施行）にもとづき、国が認定を行うも

のです。中小企業が安心して経営相談等が受けられるために、専門的知識や、実務

経験が一定レベル以上の者に対し認定することで、公的に認められた支援機関として

位置づけられています。

※三井住友海上では、各種専門家と連携し、企業・法人経営者の皆様に有益な情報をご提供しております。
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成果報告会（2019年度）
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成果報告会（2019年度）
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斎藤⽊材⼯業株式会社様
⻑野県産カラマツ材を使った集成材「信州唐松丸」
の販売促進事業
⻑野県産カラマツ集成材を開発・販売することで、
持続可能な森林経営や地域経済の活性化に貢献。⻑
野県の⽀援事業では、⻑野県産カラマツ集成材のブ
ランド化やさらなる販路開拓につなげるため、カタ
ログの制作等を実施。

 伴⾛⽀援内容
・SDGsを切り⼝とした情報発信⽀援
・マッチングイベントの開催

Copyright 2019 MS&AD InterRisk Research & Consulting, Inc.  All rights reserved.

６．新規事業のインパクト（社会課題解決への貢献）
インパクト 関連するSDGs⽬標

１ ⽊材 利⽤  住宅、オフィス、公共設備はユーザーに
快適な環境を提供することで、⽣産性の向上、⽣涯を
通じた健康づくりに貢献できる

⽬標３、８

２ 地元 ⽊材利⽤ 積極的 ⾏    、持続可能な森
林経営 可能  、地域経済の活性化や雇⽤創出に
つながり、農⼭村地域での⽣活の実現に寄与することが
できる。また、⾥⼭ 景観 保  、観光を維持すること
ができる

⽬標８、11

３ 森林  切 出   間伐材 積極的 利⽤     、
森林 整備保全 進 CO2排出量 削減 貢献する
ことができる

⽬標13

４ 森林  原料 、採取し、使⽤して、植林 ⾏     
り、バランスの取れた、半永久的な森林 循環につなが
る。  ⽊ ⽣育    森林 、⼤⾬でも⾬⽔を⼀時
貯蔵して洪⽔を防ぎ、また、しっかりと根を張って⼟砂崩
れを防⽌するなど、⾃然災害から⼈々の⽣活を守る

⽬標11、15

５ 森林   恵    、⽊材 無駄  余     効率
よく、製品   利⽤     つかう責任、つくる責任に
つながる

⽬標12

7

マッチングイベント
「SDGs×⻑野県×サステナブルビジネス」

伴⾛⽀援企業様②
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まとめ

ビジネスを⽀える社会・⾃然環境は、今の経済、⽣活を
続けると持続しないため、世界はSDGsを共通のゴール
に設定した。

 SDGsに取り組むことは企業にとってビジネスチャンス
となる⼀⽅、取り組まないことはビジネスリスクになる。

 SDGsを道しるべとし、本業を通じて社会の課題解決に
つながるビジネスモデルに移⾏することが重要となる。

 SDGsと現在の企業とのギャップを認識し、将来の企業
像をベースに最終⽬標から遡って取組み⽬標を⽴てる。



ご清聴ありがとうございました
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三井住友海上では、外部専門家と連携し、企業・法人経営者の皆様に有益な情報をご提供しております。


